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薦田治子教授は東京に生まれ、東京藝術大学でイタリア・バロックや日本の

語り物を中心に音楽学を学ばれました。西洋音楽と義太夫節や平家などの日本

音楽の実技は個人的に学ばれました。1980年前後にチェコ・スロヴァキアのプ

ラーハで数年を過ごされました。こうした経験から、日本音楽を世界の音楽の

脈絡で見る方法を獲得され、また、音楽学の研究者に対して、国籍を問わず研

究を助けてこれらました。21世紀になって開かれたコロンビア大学の雅楽コー

スの設立に努力をされたのも、薦田教授のそれまでの活動から考えればよく理

解できます。また、日本音楽国際交流会の一員として、ヨーロッパ、オースト

ラリア、アジアにおいて、日本音楽の紹介を積極的に行った来られたのも、日

本音楽を世界の人びとと共有するという態度の現れです。 

こうした薦田教授の態度には父上の大来佐武郎氏の考え方の影響があると、

私は思っています。大来先生がヴェネツィア・サミットの日本代表として、「我々

は地球丸という一つの船に乗っているのだから協力しなければならない」と強

調して、各国の代表に感銘を与え、エネルギーや環境問題の意見の対立を抑え

られたことは、今でも記憶されています。 

薦田教授の研究の特徴は、分析と綜合の結合にあります。平家の歴史的史料

の詳細な分析を出発点にして、その音楽の組織化の原理を抽出し、それに基づ

いて失われた伝承を復元しました。これは、分析の有効性を綜合から検討する

ことにあります。薦田教授の分析と綜合の方法がよく示されているのが、2003

年に出版された『平家の音楽―当道の伝統』です。 

薦田教授は、平家の伝承が危機的な状況にあることを知ると、今後の伝承を

確実にするために、優れた演奏家を選んで、平家を習得させ、国内外の演奏会

で彼らに平家を演奏する機会を与えています。 

薦田教授はさらにもう一つ、音楽教育の専門家と音楽学研究者を結び付ける

ための組織を作りました。この組織「つなぐ会」は学校で使用するための教材

をヴィデオと解説書で作成して、公表したところです。 

周知のように、小泉文夫教授は、日本音楽を世界の音楽の中に位置づけ、さ

らに日本の音楽教育の改善に取り組む努力をしました。私は小泉賞委員会を代

表して、薦田治子教授が文夫さんの努力をさらに豊かに実現してこられたこと

にお祝いと感謝を申し上げます。 

 （聖徳大学教授・京都市立芸術大学客員教授・お茶の水女子大学名誉教授） 



略歴 

 東京生まれ。東京芸術大学楽理科卒業、同大学院博士課程修了。平成 14年お

茶の水女子大学より博士号取得。同大助教授を経て、現在、武蔵野音楽大学教

授。専門は平家琵琶の音楽、琵琶の楽器史、盲僧の歴史的研究。平成 15年『平

家の音楽』（第一書房）で山崎賞受賞。企画や制作に携わったＣＤ『日向の琵琶

盲僧永田法順』(アドポポロ)、ＣＤ『琵琶法師の世界 平家物語』（コジマ録音）

はいずれも芸術祭レコード部門大賞受賞。 

文化庁文化審議会委員。楽劇学会会長。元東洋音楽学会会長。日本音楽の教

育と研究をつなぐ会代表。平家語り研究会主宰。日本音楽国際交流会監事。コ

ロンビア大学中世日本研究所特別研究員。 
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